
様式４の２ 

令和６年度 学校運営協議会評価報告書２ 

鳥取県立鳥取中央育英学校 

校長 山田 史子 

評 価 日 令和７年２月２０日（木） 

評 価・提 言 学校の所見・改善策 

１ 重点目標の達成状況について 

・評価が良くなっているので、これを好材料として

中学校や地域への発信をお願いしたい。 

 

 

２ 目標達成のための取組結果について 

・生徒のアンケート結果で、生活習慣及びルールや

マナーについては肯定的評価であるが、教職員や保

護者の評価は十分であるとは言いがたい。 

 

 

３ 具体目標の達成状況について 

・学校はいろいろ取り組まれて一定の成果はでてい

るので、引き続き来年度につなげていただきたい。 

 

 

４ 目標達成のために取り組んだ具体方策について 

・高校生議会も年々レベルが上がってきている。質

問の中で追究する場面が増えてきている。「地域探

究」の活動を校外で多く行っていることは良い。体

験したことの振り返りを大切にしてほしい。 

 

 

５ その他 

・校外へ出て行き、町全体がキャンパスとなるよう

な活動を期待しています。 

 

・中学校への情報発信を行ってい

る。類型の活動もＳＮＳを活用し発

信したい。 

 

 

・周囲は生徒のことをどのように見

ているのかという視点も含めて検討

し、生徒自身に考えさせるよう改善

する。 

 

 

・問題点を見出して改善する。 

 

 

 

 

・来年度はさらに町や地域をフィー

ルドとした探究活動を推進していき

たい。また、北栄町内の小・中・高

連携も深めていきたい。 

 

 

 

・本校は北栄町をはじめ、周辺地域

からの協力により支えられている。

その期待に応えるべく取り組んでい

きたい。 

 


